
奈良国立文化財研究所要綱

Ｉ組織規定

文部街組織令（抜粋）

昭和59年６月28 1］政令第22 7号
第２章文化庁

第３節施設等機関

（施設等機関）

第１０８条文化庁長官の所轄の下に、文化庁
に国立国語研究所を侭く。

２前項に定めるもののほか、文化庁に次
の施設等機関を置く。

（中略）

国立文化財研究所

（国立文化財研究所）

第1 1 4 条国立文化財研究所は、文化財に関
する調炎研究、資料の作成及びその公表を
行う機関とする。

２国立文化財研究所には、支所を| 厭くこ
とができる。

３脚立文化財研究所及びその支所の名称、
位瞬及び内部組織は文部省令で定める。

文部省設置法施行規則（抜粋）

昭和28年１月１３[ ｌ

文部省令第２号

第５章文化庁の施設等機関

第４節国立文化財研究所

第１款名称及び位悩

（名称及び位置）
第1 1 6 条の９国立文化財研究所の名称及び
位悩は、次の表に掲げるとおりとする。

名称 位ｉ

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に、所長を
世く。

２所長は、所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に､ 庶務部、

建造物研究室及び歴史研究室並びに平城寓

跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘調森部
を慨く。

２前項に定めるもののほか、奈良凶立文
化財研究所に飛鳥資料館及び埋蔵文化財セ

ンターを侭く。

（庶務部の分課及び事務）
第1 2 5 条庶務部に、次の二課を侭く°
一庶務課

二会計課

２庶務課においては次の事務をつかさど
る。

一職貝の入りf に関する事務を処理する
こと。

二職貝の福利厚生に関する聯務を処理
すること。

三公文諜類の接受及び公印の管守その
他庶務に閲すること。

i J q この研究所の所紫猟務に関し、連絡
調糖すること。

五この研究所の所紫に係る遺椛及び辿
物の保全のための欝術に関すること。

六前各3 . に掲げるもののほか、他の所
紫に鵬しない事務を処理すること。

３会計課においては、次の蛎務をつかさ
どる。

一予算に関する蛎務を処理すること。

二経理及び収入の決算その他会計に関
する事務を処理すること。

三行政財産及び物品の笹理に関する事

務を処理すること。

Ｉノリ庁舎及び設備の維持、管理に側する
事務を処理すること。

五庁内の取締りに関すること。

第1 2 6 条削除

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては、建造物
及び伝統的建造物群に関する調在研究を

行い、並びにその結果の公表を行う。
２歴史研究室においては、考古及び史跡

並びに歴史資料に関する調秀研究を行い、

並びにその結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に、考古第一
調査室、考古雛二調梅篭、考古第三調査室、

遺榊調在室、計測修餓調査室及び史料調査

室を慨く。

２前攻の器室においては、平城宮跡に関
し、次頗から節６項までに定める事務を処

理するほか、その発掘を行う。

３考古第一調在室、考古第二調在室及び
考古第三調査室においては、別に定めると

ころにより分担して、遺物（木簡を除く。）

の保存整理及び調査研究並びにこれらの結
果の公表を行う。

４遺椛調在室においては、巡椛の保存整

理及び調盗研究並びにこれらの結果の公表
を行う。

５計測修賊洲在篭においては、巡櫛の計

測及び修i 鋤f ぴにこれらに関する調在研究
並びにこれらの結果の公表を行う。

６史料調査室においては、木簡の保存整

理及び調在研究史料の収集及び調査研究並
びにこれらの結果の公表を行う。

( 飛烏藤原宮跡発掘調査部の四室及び事務）
第1 2 9 条飛脇藤原宮跡発掘調査部に考古第
一調査室、考古第二調査室、遺椛調査室及
び史料洲在室を慨く°

２前項の器室においては、藤原宮跡及び
飛鳥地域における宮跡その他の遺跡に関し、
次項から第５頭までに定める事務を処理す
るほか、その発掘を行う。

３考I l f 第一調在室及び考古第二調査篭に
おいては、別に定めるところにより分担し

て、遺物（木簡を除く｡ ）の保存整理及び調
森研究並びにこれらの結果の公表を行う。
４遺櫛調在窄においては、遺椛の保存整
理及び洲在研究遺俄の計測及び修紫並びに

これらに関する調査研究並びにこれらの結
果の公表を行う。

５史料調査室においては、木簡の保存整
理及び調盗研究史料の収集及び調在研究並

びにこれらの結果の公表を行う。
（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては、飛烏地域

の歴史的意義及び文化財に関し、国民の理

解を深めるため、この地域に関する考古盗
料、歴史責料その他の資料を収集し、保管

して公衆の観覧に供し、あわせてこれらに

関巡する調在研究及び事業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に、館長を置く。
２館長は、館務を掌理する。

（飛鳥資料館のニ室及び事務）
第1 3 2 条飛鳥資料館に、庶務室及び学芸室
を慨く。

２庶務室においては、飛鳥資料館の庶務、

会計等に関する躯務を処理する。

３学芸室においては、次の躯務をつかさ
どる。

一飛鳥地域に関する考古資料、歴史資
料、建造物、絵画、彫刻、典籍、古文響そ

の他の盗料の収集、保符、展示、模写、模

造、写其の作成、調在研究及び解説を行う
こと。

二飛烏地域に関する間諜、写真その他

の資料の収集、整理、保管、展示、閲覧及
び調査研究を行うこと。

三飛烏資料館の事業に関する出版物の

編集及び刊行並びに普及貸伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）
第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては、

次の事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に閲し、調査研究及びそ
の結果の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調盗及び保存整理に関
し、地方公共団体の埋蔵文化財調壷関係職
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奈良国立文化財研究所学報

第１冊仏師遮慶の研究（1 9 5 4 ）

第２冊修学院離宮の復原的研究（1 9 5 4 ）
第３冊文化史論叢（1 9 5 5 ）

第４冊奈良時代僧腸の研究（1 9 5 6 ）
第５冊飛鳥寺発掘調盗報告（1 9 5 7 ）
第６冊中世庭隙l 文化史（1 9 5 8 ）

第７冊興福寺食堂発掘調盗報告（1 9 5 8 ）

第８冊文化史論叢Ｉ（1 9 5 9 ）
第９冊川原寺発掘調在報告（1 9 5 9 ）
第1 0 1 1 卜平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮跡

発掘訓秀報告（1960）

第1 1 冊院の御所と御堂一院家建築の研究
一（1961）

第1 2 冊巧匠阿弥陀仏快慶（1 9 6 2 ）

第1 3冊湛殿造系庭園の立地的考察( 1 9 6 2 ）
第1 4 冊唐招提寺蔵「レース」と「金屯

舎利塔」に関する研究（1 9 6 2 ）

第1 5 冊平城宮発掘調査報告Ⅱ

官術地域の訓在（1 9 6 2）

第1 6 1 1 1｝平城宮発掘調査報告Ⅲ

内聖地域の調査（1 9 6 3）

第1 7 冊平城宮発掘訓森報告Ⅳ
官術地域の調張（1 9 6 5）

第１８冊小堀遠州の作事（1 9 6 5 ）

第１９冊藤原氏の氏寺とその院家（1 9 6 7 ）

第2 0冊鞘物裂の成立（1 9 6 9）
第2 1冊研究論集Ｉ（1 9 7 1）

第2 2冊研究論集Ⅱ（1 9 7 3）
第2 3 冊平城宮発掘調査報告Ⅵ

平城京左京一条言坊の調秀
（1974）

第2 4 冊満山一町並調在報告一（1 9 7 4 ）

第2 5冊平城京左京三条二坊（1 9 7 5）
第2 6冊、I を城宮発掘調在報告Ⅶ（1 9 7 5）

第2 7冊飛鳥･ 藤原宮発掘調査報告Ｉ（1 9 7 5）

第2 8冊研究論集Ⅲ（1 9 7 5）

第2 9冊木曽奈良井一町並調査報告一( 1 9 7 5 ）
館3 0 冊五催一町並調査の記録一（1 9 7 6 ）

非常勤とする。３客員研究貝は、

改正

昭和43年６月１５１１

昭和45年４月171］
昭和48年４月1211

昭和49年４月1111
昭和50年４月２１］

昭和51年５月10日

昭和52年５月１８日

昭和53年４月５１１
昭和53年９Ｈ９１１

昭和55年４月５１１

昭和55年６月25Ⅱ

昭和58年10月１１１

昭和59年６月3011
昭和6 3 年４月８日

貝その他の関係者に対して、専門的、技術

的に研修を行うこと。

三埋蔵文化財の訓在及び保存整理に閲

し、地方公共団体の機関その他関係の機関

及び団体等の求めに応じ、専門的、技術的
な指導及び助荷を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成、

収集、整理、保管及び調査研究を行い、並
びに地方公共団体の機関その他関係の機関

及び団体等の求めに応じ、その利用に供す
ること。

（埋蔵文化財センターの長）
第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を瞳く。
２前頂の長は、埋蔵文化財センターの事
務を掌理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）
第1 3 5 条埋蔵文化財センターに、教務室、
研究指導部及び情報資料室を慨く°

（教務室の事務）

第1 3 6 条教務室においては、研修の実施に
関する事務を処理するほか、埋蔵文化財セ

ンターの庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び事務）
第1 3 7 条研究指導部に、考古計而研究室、
集落遺跡研究室、発掘技術研究室、遺物処

理研究室、測雌研究室及び保存工学研究室

を侭く。

２考古計画研究室においては、第1 3 3 条第

１号から第３号までに掲げる事務（他の案

の所隼に属するものを除く｡ ）をつかさどる。
３集落遺跡研究室においては、集落巡跡

に関し、第1 3 3 条第１号から第３号までに掲

げる事務（発掘技術研究室、遺物処理研究

室、測最研究室及び保存工学研究室の所掌

に鵬するものを除く｡ ）をつかさどる。

４発掘技術研究室においては、遺跡の発

掘技術に関し、第1 3 3 条第１号から第３号ま

でに掲げる事務をつかさどる。

５遺物処理研究室においては、迩物の処

理に関し、第1 3 3 条第１号から第３号までに

掲げる事務をつかさどる。

６測肱研究室においては、埋蔵文化財の

測批に関し、第1 3 3 条第１号から第３号まで

に掲げる事務をつかさどる。

７保存工学研究室においては、巡跡の保

存整備に関し、第1 3 3 条第１号から第３号ま

でに掲げる事務をつかさどる。

（情報資料室の事務）

第1 3 8 条情報資料室においては、第1 3 3 条

第４号に掲げる事務をつかさどる。
（客員研究員）

第1 3 9 条奈良国立文化財研究所に客貝研究
員を世くことができる。

２客貝研究貝は、所長の命を受け、奈良

国立文化財研究所において行う調査研究に
参両する。

3 5 2

文部禰令第2 0 号

文部省令第1 1 号

文部借令節６号

文部省令第1 0 号

文部省令第1 3 号

文部省令第1 6 号

文部椅令第1 0号
文部省令第1 9 号

文部省令第3 3 号

文部柑令第1 4号
文部省令第2 3 号

文部宥令第2 5 号

文部省令第3 7 号
文部省令第１３砂

宿舎等亜要文化財| H 米谷家住宅
飛鳥資料館宿舎

213mri

225ni

Ⅲこれまでの刊行物
( 括弧内は刊行年度）

建物

庁舎

Ⅱ施設（1 9 9 8 . 3 . 3 1現在）

土地

奈良国立文化財研究所所管

本庁舎

飛鳥藤原宮跡発掘洲森部

飛鳥盗料館

郡山宿舎（二）

飛鳥盗料館宿舎

砿要文化財旧米谷家住

文化庁所管（関係分）
平城宮跡地区

藤原宮跡地区
飛鳥稲淵宮殿跡地区

48, 067㎡

8, 860㎡

20, 515㎡

17, 092㎡

８０㎡

1, 343㎡

177㎡

1, 452, 789㎡

1, 086, 138㎡

366, 651㎡

5, 041㎡

36, 667mri

９

７６奈文研年報／1 9 9 8 - 1

区分

聯務
室

研究
終理
龍

資料

室
書

会議
室

誰唯

示展
室

写真
篭

復原
建物

遺櫛
腿示
蕊

本庁舎

646

１０４１７

1, 021

338

平城

201

2. 465

538

9 2 5

411

1, 085

1, 563

藤原

197

1. 205

3 8 3

129

210

254

149

飛鳥
資料
館

１０８

125

131

4９

132

1, 361

7８

藤
原
宮
跡

計

1, 127

5. 212

1. 535

5 1 6

880

2, 479

638

834

1, 563

車lllIf

命脈
収蔵
雌

研修
棟

その
他

!;|・

8４

133

1, 416

1, 666

6, 721

608

7, 418

2‘ 342

17, 565

2, 979

1, 669

7‘ 527

9４

696

1, 606

4. 380

3６

3６

1, 138

11, 217

1, 416

7, 029

36, 229
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飛鳥・藤原博発掘調在報告Ⅱ

(1977）

研究論災1Ｖ（1977）

イタリア中部の‐ ' １１脇集落に

おける民家洲在拙ｌｆ（19 7 7）

平城寓発掘調炎拙ｌｆｌＸ（1977）

研究論集Ｖ（1978）

､I z城宮盤術洲ｲf 洲I ｆＩ（1978）

飛‘ 1ル・藤原寓発伽I 淵在W譜Ⅲ
(1979）

研究論集Ⅵ（1979）

平城宮発掘洲炎報告Ｘ（1 9 8 0 ）

､ F城富発捌洲在拙ｌｒＸＩ（1981）

研究論集Ⅶ（198 4）

､ I を城宮発掘I 淵在拙I r m（1984）

Ⅱ本における近I l t 民家（農家）

の系統的発腰（1984）
平城泉左京三条_ 冨坊大坪発掘

柵査報告（1985）

薬師､¥発捌調企洲! 『（1986）
平城京右京八条一坊| ･ 三・１．１川

坪発掘洲盗洲' 『’ ' 1: （1988）

研究論集Ⅷ（1988）

年輪に歴史を読む- 1 1 本におけ
る古年輪学の成吹一（1 9 9 0）
研究論災Ⅸ（1990）

､F城宮跡発捌Ｉ淵ｲ緋&告. １１ｆ皿

(1990）

平城宮跡発捌洲従拙I f l I I : 狐『

(1992）

I ) I i 隆寺発伽澗従洲ＩｈＩＩ: （1992）

､ド城寓朱稚' ' ' 1の復原的研究
(1993）

､ ド城京左京二条員坊・三条二坊
長屋王邸・藤原麻呂邸一発掘澗

在報符（1994）

飛鳥・藤原寓発州I 淵代椛告ＩＶ－
飛鳥水落世跡の洲在一（1 9 9 4 ）

(1976）

鵬原宮木i Wi l 例版・解説（1 9 7 7）

１１ｲﾐ災術院彫刻等修J I l 1記録Ⅳ

(1977）

｝1 本災術院彫刻等修理記録Ｖ

(1978）

東ﾉい¥文111: １１録第１巻（1978）

１１本災術院彫刻等修J i l 1記録Ⅵ
(1979）

平城桝木簡３脚版・解説（1 9 7 9 ）

膝原寓水i i i 2似1版・解説（1979）
東大､¥文i l l : Ⅱ録第２巻（1979）
1 - 1本災術院彫刻等修理記録ＷＩ
（1980）

東人､f 文, I |: ' 1録第３巻（1980）
じ火､¥巡礼私槌（1981）

東火が文ＩI HI 録第４巻（1981）

東大が文, ! ｝: 11録第５巻（1982）

平城寓川上蝿１１} : 上器集成Ｉ
(1982）

東大､f 文, I |: I |録第６巻（1983）

木器集成側録一近畿古代柵一
(1984）

平城寓水ｉＷ４ＩＸＩ版・解税（1985）

典柵寺典締文1 1 | : Ⅱ録第１巻
(1985）

111内滴り) 巷I 1i 淡料１（1988）
平城富I HI : 蝋i I I : 上器集成Ⅱ
(1988）

１１１内i I l i ﾘj 巻11銭科２（1989）

I l I l ﾉ1i I l 銚携II i 盗料３（1991）
111内i I I i ﾘ)縁, ! ｢盗料４（1991）

111内滴りj 巷古資料５（1991）
木器災成例録一近畿原始櫛一
(1992）

鈍飾災測似I 集成（上）（1992）
鈍鋪災測似l 災成（下）（1993）

111内ｉＩｌｆｿj 巻, l i 盗料６（1993）

l l l I l I 洲1ｋ進築部材集成（1994）
平城卵〔水肺一（1994）

､F城蒋ﾉMi j /［（1995）

山内満ﾘ} 老I I r 浅科７（1995）

興綿､測叫緋文' ' 1: １１録第二巻
(1995）

北i I l i 定政関係浅料（1996）

l l I l ﾉ1i l 1i ﾘj考IIf資料８（1996）
111内i i i 釧考I I f 盗糾９（1998）

第８冊瓦細８（1 9 8 0 ）

第９冊凡締９（1 9 8 3 ）第121M

節ｌ３Ｉｌｌ第32冊

第33冊 飛鳥資料館図録

第111 1｝雌鳥ｎ風の在銘金銅仏（197 6）

節２冊飛‘ 烏向風の在銘金銅仏銘文箭
（1976）

第３冊１１本I I i 代の墓厳（197 7）

第411Ｉ’ 1本I I i 代の雄誌銘文箭（1978）

第５冊Ｉｌｉ代の誕生仏（1 9 7 8）

第６冊飛鳥時代の古城一間松塚とその
周辺一（1979）

第７冊１１本古代の鴎尼（1 9 8 0）
第8111I i l I I I l , f腿（1981）

第９冊間松塚拾年（1 9 8 2 ）

第１０冊渡来人の寺一桧隈寺と坂川､ f －
（1983）

第１l 冊飛, ! : 6の水Ⅱ綿' ．（1983）

節12111｝小処築の世界
一埴輪から凡燃まで一（1 9 8 3 ）

第1 3 冊藤原一半世紀にわたる調査と
研究一（1984）

第１､l l l l l l I 本と韓国の塑像（1985）
第1 5冊飛烏寺（1 9 8 5）

節1 6冊飛‘ 鳥の石造物（1 9 8 6）

第17111脚災乃衣食住（1987）

第18冊－，１１の乱（1987）

第19冊I I f 墳を科学する（198 8）

第２( ) 冊躯徳太ｆの11t 界（1988）
第211111仏舎利埋納（1989）

第22111卜法隆寺金堂雌i I I I i 飛尺（1989）

第23111111本１１{ : 紀を掘る（1990）

第2 4 1 1 1 飛鳥時代の埋蔵文化財に関する
一考察（1991）

第2 5 冊雌鳥の源流（1 9 9 1 ）

第26冊飛ﾙ ﾙの工房（1992）
第27111ＩＩｉｉ代の形（1994）

第2 8冊蘇我三代（1 9 9 5）

第29111｝弁明紀（1996）

第3 0 冊辿跡を測る（1 9 9 7 ）

第l 411Il

第３‘ llIlI

第35111

節36111｝

第37111｝

冊
冊
５
６
１
１
第
第

第5 1冊

Ⅲ
冊
冊
冊

７
８
９
０

１
１
１
２

節
第
第
第

第38冊

第39111

節40冊

輔41111｝

第42冊

第43冊
第21冊

第221111

節23冊

第24111｝

第25冊

第小l l l l l

第451111

鋪46111

筋31冊

第47冊

簾48111 第28冊

第29冊

冊
冊
９
０
４
５
第
第 第30冊

輔31冊

第5 5冊

１
１
１
１
１

２
３
４
５
６

３
３
３
３
３

第
第
第
節
第

第52111）

鋪53冊

鋪5‘ 1冊

１
１
１
１
１
１
１
１

７
８
９
０
１
２
３
４

３
３
３
Ｊ
４
４
４
４

第
第
第
節
第
第
第
第

奈良国立文化財研究所史料

節ｌｌＩｌＩＩ櫛無阿弥陀仏作藤災（複製）
（195Ｊ）

第2111｝I Mj 大寺叡聯伝, 氾集成（1955）
第３冊仁和捗史料が誌細１（1 9 6 3 ）

第４冊俊乗坊亜源史料集成（1 9 6 4 ）

第５冊、ド城宮木l Wi l Ⅸ|版（1966）
第５冊、I f 城宮木ｌＷｌ解説（別冊）

（1969）

第６冊仁和寺史料、¥誌編２（1 9 6 7 ）

第７冊庶拙提寺史料１（1 9 7 0 ）

第8111卜、ド城宮木簡２例版・解説（197 ‘ l ）
第９ｌ１１ｌＩＩ本美術院彫刻鞭修珊I ; ｡録Ｉ

（197‘ l）

第１０冊１１本美術院彫刻蝶修理記録Ⅱ
（1975）

節1 1 冊１１本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

飛鳥資料館カタログ

第１１１１仏教伝来唯烏への道（1 9 7 5 ）

第２冊雌鳥の寺院遺跡１

－雌近の出_ Ｍﾙ ー（1 9 7 5）

第３冊ノ|&烏の仏像（1978）
第４冊桜〃の仏像（1 9 7 9 ）

第５１１１尚取の仏像（198 ( ) ）
第６冊柵原の仏像（1 9 8 1 ）

第７冊雌鳥の~E陵（1 9 8 2）
第8 1 1 1 ｝人悔大寺一飛鳥雌火のが－

（1985）

第９冊間松塚の新研究（1 9 9 2 ）

第1 0 冊飛恥の－と－妓近の柵企から－
（1994）

第１１冊l l I I I 時（1997）

第45111

第46111
第49冊

奈良国立文化財研究所基準資料
節１冊瓦締ｌ解説（1 9 7 3 ）

鋪２冊凡締２解税（1 9 7 ‘ l ）
第３冊凡細３（1 9 7 5 ）

第４冊瓦細４（1 9 7 6 ）

第５冊瓦細５（1 9 7 6 ）

第６冊凡柵６（1 9 7 8 ）

第71111瓦編７（1979）

奈文研年椛／1 9 9 8 - 1 ７７



Ⅳ1 9 9 7 年度の動向

予算

人件費

運営費

事業管理
一般研究

職別研究

発掘調査

宮跡整備管理

飛鳥資料館迎営

埋蔵文化財センター巡営

本庁舎維持管理等経撹

飛鳥藤原宮跡発掘訓在部運営

施設費

平城宮跡等整備費

各所修繕独
合計

（千円）

746, 866

1, 168, 324

6, 575

65, 642

244, 047

567, 842

82, 287

52, 174

73, 371

52, 909

23, 477

360, 512

346, 945

13, 567

2, 275, 702

主要工事

（１）平城宮跡地等整備没（千円）

平城宮跡朱権門周辺整備等工事1 1 2 , 6 3 3

平城宮跡東院凹建物復原工事2 4 7 , 8 0 0

平城宮跡東院南面大垣復原工事9 1 , 3 5 0

平城宮跡東院庭圃復原平成９年度工事

74, 550

平城宮跡東院便所新営その他工事6 1 , 9 5 0

平城宮跡宮内省周辺整備工事3 , 2 5 5
（２）試験研究饗
平城宮跡東院地区埋戻し等工事1 2 , 6 0 0

平城宮跡東院西建物情報通信設備工事

8, 610

平城宮跡朱雀' ' ' １観測点設悩等工事5 , 2 5 0

（３）その他（行所修繕没、国有文化財
保存整備礎）

特別史跡山田寺跡整備平成９年度工躯
60, 945

飛烏費料館腿示ケース免震装取設工事

10290

協力事業等

文化庁では、1 9 7 1 年度から特別史跡藤原

宮跡の国右化を進めており、1 9 7 2 年度から

当研究所が文化庁から支出委任を受けて買
収郡務を担当している。
1 9 9 7 年度の状況は下記のとおりである。

区分 而祇（㎡） 金額（円）

1997年度 6, 308. 74 273, 984, 970

国有地合計 366, 866. 73 8, 793, 549, 710

人事異動（1997 . 4 . 1～1998 . 3 . 3 1）

４月１日

庶務部長に外任
庶務部庶務課長に昇任

7 ８奈文研年報／1 9 9 8 - 1

原克己

外間認･ 隆

埋蔵文化財センター教務室艮に昇任

井口正美

庶務部会計課課僅補佐に昇任福井秀昭
庶務部庶務課専門貝に昇任西田健三

庶務部庶務課庶務係庶務主任に昇任
八木洲墜

庶務部会計課経理係経理主任に昇任

林秀之

文部技官（平城宮跡発掘調森部遺椛訓査

室）に採用蓮沼麻衣子

滋賀医科大学業務部長に転任
板垣義信

北陸先端科学技術大学院大学総務部会計

課長に娠任清水功

東京工業大学教務部入試課長に転任
凹影悲二

京都大学医学部附属病院箭理課専門貝に

転任紺谷優

大阪大学経済学部会計掛主任に転任

北川博之

京都工芸繊維大学施設課設備係設備主任

に転任松井敏夫

研究補佐貝（飛鳥藤原宮跡発捌訓在部）
に採用鈴木恵介
５月１日

庶務部会計課施設係に転任栗林貞弘
７月１Ｈ

埋蔵文化財センター主任研究官に昇任
高妻洋成

10月１１．１

埋蔵文化財センター教務室教務係長に

転任宅間敏雄

京都大学総合怖報メディアセンター聯務

掛憂に転任商畑孝雄
10月30日

分限免職立木修

２月28日

辞職桝谷香英

３月30日

退職中風呂恭代

羽烏幸一
藤本滴

３月311:Ｉ

停年退職猪熊兼勝
伊東太作

辞職佐川正敏

刊行物

平城宮発掘調盗出土木簡概報（3 3 ）

山田寺学報検討会記録５

伝統的木造建造物に関する櫛造報告洲

年報1 9 9 7 - 1

年報1997 - Ⅱ

年報1997 . Ⅲ

官営工房研究会会報５
古代都市の構造と腿開

律令国家の地方末端支配機椛をめぐって

仁和寺資料目録編一

埋蔵文化財ニュース8 5 号

埋蔵文化財ニュース8 6 号

埋蔵文化寺ニュース8 7 号
埋蔵文化財ニュース8 8 号

平城宮跡資料館・遥構展示館見学者

区分

１９９７

年度

累計

平城宮跡
資料館

62. 781

1, 542, 223

遺撒
展示館 洲

60, 678 123. 459

1, 886, 304 3, 428, 527

資料館は1 9 7 0 年度、遺柵展示館は1 9 6 3 年度

以降の累計

図書・写真資料

図書：165, 668冊

区分

１９９７

年度

染計

種別
和漢番
洋書
〔-11℃１１和馴

洋書

雌入

1, 652
9５

59, 887

6，１０８

( 1998. 3. 31現在）

寄附 I;’
5』340 6, 992
3６ 131

104, 811 164. 698

1, 985 8. 093

写真：611, 182（1997年度末）



( 箱崎和久）

Ｖ職員

定員

区分

1997年度
1998年度

１
５
震
、

●
ｆ
ｎ
８
８

行政職（_ 島）
1

研究畷

６１

６１

行政職（一）
２２

２２

指定職

］

１

一庶務課長外ｌＩＷｆ隆一庶務係災大川籾利一補佐貝大西和．f ・

上繊維卿WiM三鱗Ｌ主…' “ ’ 11鴫久芙
一会計課災小I l I 浩幸経理係焚ｉＩ１Ｉ野忠男一補佐貝港悦子

卜鰐二賎三難#猟
Ｌ技' 1．｛栗林貞弘上城内茂樹

所畏

畷非難篇麓繊識

研究指導部災一一発州技術研究窄艮光谷拓英一( 松井厳）
沢I l I l E昭一巡物処理研究篭腿肥塚隆保一( 尚共洋成）

－測1 1 t 研究宝長西村ルに－( 松井束）
－保存･ I 苦学研究篭災加藤允彦一( 内111昭人）
ｌ－ｊﾐ 任研究浦内' ' ' 昭人松）I ：噸森本鮮尚災洋成
惰鞭処理塞艮小林謙・－伊藤柳彦（森本将）

－飛脇資料館長一
取扱（田中琢）

一庶務室災左右H1進一j 艮任中I I i i 他犬一補佐典ノく谷照j 乞乾祥雄森井恵三子
米川まち．ｆ

－学裟室災岩本堆輔
一・i 皇任研究官杉I l I 洋Ｆ１杵勲

I | ' 川かよ子Ｉ| ' 垣睦美
新宮恵子編本良子
松本忠美石川下忠子

休野' ' １徹子中元裕美子

幸川忠I I 4j z

I l l I I I l I 佳中雌Ｎｌｉ

奈文研年報／1 9 9 8 - 1 ７９

建造物研究室長木村勉一主征研究1. ｆ村l l I 健一（内111和伸）（烏|Ⅱ敏男）（長尼允）
（iJIi l l I和宏）

歴史研究室災綾村宏（深深芳樹）（寺崎保広）（岩永満三）（森本晋）
一考11『第一洲盗篭災〃上和人一技寓次111沖加藤典一二石橘茂奄（i Wi 変洋成）
一考I i i 第二洲侭篭奨川越俊一一技官尚橋兇嘉金１１１１ﾘl ﾉく（卿11芳英）
－巻古第三洲在室災111崎偏_ ニー技官消野挙之（千I Ⅱ剛道）（汁永省き）
一巡椛洲在室災戎川滋l ルー技官桁崎和久I I I i l l I 和宏蓮沼麻衣子

一一! ; | 測修餓洲在室長尚瀬要・一投宵内Hi 和伸平群殻
一史料洲企室腿舘野利己一技官古足谷知淵1 1 1下傭一郎（渡遥兇宏）
一i ﾐ 任研究官千l H剛道瞬永符三Ｋ川芳災渡遥兇宏
一' 1 i : 勝総括（１）I i I I 1 健三）補佐典（奥村功）
－専門貝佃幹雄
一帆１１j 職典ﾙｰﾋl I 1i ノミ′ |量111ル茂

一巻古第一, 淵盃塞腿安111龍太郎一( 深深好樹）（花谷浩）（排上直夫）
一考･ｌｌｉ第二調在室曇松村忠' ､f j - ( １１[ ｉｎ粥生）（村上隆）
一巡雛調在室長龍淳一郎一技悔腿尾光（小野健吉）（島田敏ﾘ ) ）

－－史料調在篭長毛利光俊彦一( 寺崎保広）（小灘毅）
一: i 畠任研究宮I I I i I - I 磯2ｋ深灘芳樹村上雌寺崎保広小野健吉イピ谷浩小深
－１１: 務総折（鵬j l : 雅樹）補佐典吉岡佐和ｆ松本誠

宮川作ｆ伊喋敬太郎
水ﾉ i 部秀樹中村一郎
、稲涼

( 古尼谷知浩）

Ｆ戦勝室艮ノドI - I 正美一教務係良宅間敏雄一補佐貝宍) f 雅ｆ
－埋蔵文化財一Ｌ－－帆l I j 職典（' | 甚鵬茂）

に鯛照繊柵細哩Ｉ鴬永忠，センター長

工楽善通

毅島Ⅲ敏

水寅寅志
鈴木忠介
渡避淳子

lHIi1

－飛鳥・藤原宮跡発
掘洲在部艇

黙崎ｌｉ, (

男
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平城常跡遺榊腿示館配置図
ｌ辿柵股示館２腿示館
３逝撒展, 】§ 館．ｌ管理柳
５築地塀復ﾉ ﾙ （６叫祇蝉1 m復脈
７梁大祁復原８便所
９パーゴラ１０案内広場
１１防災投術室
１２寓内朽北門・築地塀復原
１３桝内桝復j j X 処物（南殿）
１４寓内桁復原進物（南殿第２殿）
１５脚内稀復原処物（西北殿）
１６寓内椅復脈処物（西南殿）
１７満内杓南l I l j ・築地塀復原

､ １２城宮跡涜料館配仙図
１平城寓跡満料館
( 1 ) 鵬水案( 3 ) 準備鎧
( 2 ) 識Ｍｔ( 4 ) 小; 雌

２第１収雄叩
３第２収蔵唯
‘ ｌ第３収蔵ｌｌＩｉ
５第４収蔵l Ｉ１ｉ
６第５収厳碓
７大型遺物処理棟
８世物解析処珊柳
９便所
１０整備棟
１１盗材･ 保杵加. 1 喜棟

本館配般Ｍ
本館
1 階服務部及び例1 1 $ 浅科蕊
2 階所民宝及び平城宮跡発捌調森部
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